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琵琶湖流域乳水物質循環モデルの概要

＜湖内流動モデル＞

釧騨,碆曇鰄内＜陸域水物質循環モデル＞ 馳
霧

蝋
如
ｈ

枡》花に．》軒楴副・》識Ⅱ
･測内の平蘭潅ik面メッ諺に分虹

塁
湖内流動
水温

詞瀧,．Ｒ〈湖内生態系ﾓﾃﾞﾙ〉 Ｓ

■況

面昌咀ニ

ゴＡ糖5

18-491

劃w総愛蝋?籔譲了｢｡と苗

一

△田、－｢陛廷甘例

Ｌ△､

■■凸

一旬デー

湖内は1kr､メッシュ10層で構築

一一一一羽

可時弱35
｡陸域は500ｍメッシュ、

'

｡分布型･非定常による解析が可能
一

一浄ｐＨ＝耐…$:更了Ｔｌ対j:r‘’‐｡●￣■凸

画有機物(分解性を考慮)、 窒素.リンを対象 ▲杜Ｚ

辱

放射性物質動態モデルへの拡張方針

これまでの琵琶湖流域水物質循環モデル
有機物(分解性を考慮)、窒素､リンを対象

■J囚塾一

放射性物質のモデル構築にあたり特に配慮すべき事項
ｌ

⑳粒苧態護分⑮考慮
■■■

ｉ
：
一 成分⑫

■￣■～円nAbdかや⑪－４由0"■､!=.-口一朝.棹ﾛ鎧Ｗ､■ざ8㎡ひ午■ｂ◇可疋一戦生＝ぢ゛卍．」腰品凹む尹且ご＝■

Ⅱ
。’ ②ｉｉ露勵性棲種璽i吸着特腱

■エニ■■白■凸ヨ_可Eロー＝Ｏ■FＬＩP■￣＝－￣エー

１
１

i③鰯 1鑿核塵、崩塞咀苧減霞
－－－－￣－－●￣－－－－－句ロー字…￣宅＝￣曰￣認声一TF-■

｡｣座凹一

琵琶湖流域放射性物質動態モデル：
教諭i鯛ｳ素雛射il蓬ｾｼｳﾑを対象

射 生 毛丁

ヴ素 砿射團逼

F1

３

これまでの琵琶湖流域水物質循環モデル：
有機物(分解性を考慮)、窒素､リンを対象

放射性物質のモデル構築にあたり特|こ配慮すべき事項

Ｉ 覇粒季態戒簿画壽嘘

轡ii露胤性

■

静 蟻̄

③ji篭ｉｔ 對霞種⑩鯖雲伴減調）

琵琶）

鍬灘

牌
議



0ｺ

放射性核種(iJ吸着特性

水に溶けやすい粒子に吸着しやすいか
(７

●
■ ●ｆｉＰ

ｐ

■
Ｐ

■■

β

放射性I物質

■
■

｡

ストロンチウム１
“
叩
、
叩
唖
叫
蝿
哩
叩
０

一
一
重
Ｅ
②
←
Ⅲ
医
旦
⑭
聖
｝

画
巨
厘
嘆
冨
三
□
愚
一
つ
』
回
冨
コ
ロ
ロ
異
息
２
。
Ｌ

が』Ⅱ刷岬關關』】ロー’一マ
ニ
や
半
ト
ー
懐
川
一
碁
二
や
Ｐ
Ｊ
撫
嘗
川
一
叶
鼎

当農Ｉ Ｉ

'１ ］しﾌﾟﾉﾚ

llIl
ﾆウム

■

－

１Jラノ七ざ

蕊鰯;’ ②

惇■

ＲｕＢＢＣ⑥ＡＯＭｎＴｈＡｍＣｐＰｕ

出典:Cu丘oy巳、1.(20090

図ｍＳｂＲ曲Ｃｓ朝

|デ

大気由系放射性物質の分配

大気由来

(Ｂ(|/'１１ﾕ）

|ま．

靴／地下浸透比率により設定

"
Ｗ

４



河遣における放射性物質の動態
再阿

湖内核種;移行モデルの概要

大気沈子

ハ， ▽

Ｐ

瞳iｉ
流出

■￣￣
ｂ－ｑ

ＩＪＩＬ 入
￣

生態系移行･蓄議モデル

可‐解｡■臼 鰹一

ＳＳ(浮遊物資ノ
ＰＯＭ･シルト･粘土砂

－１両
摂食

排泄

1鴦地輸掃畷ＩⅡ↓｜
Ｉ１ｋｉｖＩｉ臆嘆く分配－，１$,i;:i桃

Ｂハ、ハ癖
！￣－－－－－－－

叩

〃､

藝＞間隙水
0,-------------ﾆｰｰｰ』

Ｍ１

■
■
』



話の流れ

讓

モデルの概要

モデルの試算結果一一Ⅱ

【掴nｍ頂、

計算条件(l371Cs）

■計算期間

ロ2010/4/1～6/30までの3ヶ月間

■大気由来(フォールアウト）

ロ全流域にlOkBq/in2を１０時間降下(合計l00kBq/m2）
ロ降雨時に適用(4/2に設定）

■’37Csのパラメータ

ロ崩壊定数(l/s)：７ﾕgx10-1o(半減期30年）

ロ分配係数(L/kg)：

＞CiffroyetaL(2009)より､淡水中の現場測定(insitu）
による5％値､最頻値､959'6値を用いて結果の幅を推
定(103.2～104s～105.7）

＞土壌中については.IAEA(２０１０)の値を使用(43～
1.ZxlO3～３８xlO5）
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河川における'37Csの計算結果(分配'係数:最頻値のとき）

一鴎水丑澪存熊 －－－１彊濁態

０

０
２

InloIo

'~11-1Ｔ「可'下１
●■⑪▲●●●､U■

,河111Ａ，

￣ＶＴ’ lＷｌ

IH010

Ｉ

賓
冒
目
）
蝋
碧
幽

０
０
０

４
６
８

（
己
日
）
週
腿

II0

&

震iijH'’
,`Ⅶ J1iW:誤Ｉ、Ｉ 宝

］

0.］

0.0］
降雨時には懸濁

IlOIO

態の濃度が溶存
態を上回る

日
・
肩
署

皀
守
』
こ
ぐ

一

員

J/〈
－降水型

－－ｱﾄﾞTＩ

浴存臓

Y－．，．V

座濁態

会
盲
目
）
劇
畏
型

０
０
０
０

０
２
４
６
８

DIOIO ＱＥ５Ｔ￣１Ｆ１

ＶｙＩ

河川ＢI【010

（
己
ロ
ロ
）
圏
幽

［０

０１

1000.0］ 。
『
Ｌ
Ｐ
己

。
【
０
菌
邑

こ
『
こ
二
面

列
》

７

ＢＯＯＫ

ＢＯＯＫ

ロＯＤＫ

…露画函
＜１０GＫ

￣

－



湖内におけるI17CHの時間変化(分配係数:最頻値のとき）
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湖悶に捲けるI371bsの計算結果(分配係数:最頻値のとき）
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翻悶に詰'十る1,7Cs(落存態十懸濁態）の計算籍築

Ⅷ（分配係数による幅）
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計算条件('ﾖ１１）

■計算期間

pZOlM/l～6/30までの3ヶ月間

■大気由来(フォールアウト）

口全流域に10kBq/inZを10時間降下(合計l00kBq/m2）
口降雨時に適用(4囮に設定）

■ＩＭＩのパラメータ

ロ崩壊定数(1/s）：LOOx106(半減期8日）

ロ分配係数(myg）：

＞CifIroyetaL(２００９)より､淡水中の現場測定(insitu）
による最頻値､および吸着実験による5％値､95％値
を用いて結果の幅を推定(10-0.1～1～1o4.8）

＞土壌中については､IAEA(2010)の値を使用(10-2～
６９～５８×102）
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河川におげるｌ３ｌＩの計算結果(労配係数:最蘋値のとき）
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湖丙におげるi3lIの計算結果(分配係数:最蘋値のとぎ）
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綣菓に大きな影響を与える前提条件(例）

■シナリオ

ロ大気からの沈着員(事故規模｡気象）

ロ睦域

旦
一
ロ
ロ
ロ
ロ
｜
■

の分配

今回考慮した幅は分配

係数(Ｋｄ)のみであり､他

の前提条件次第ではより

影響の大きな(小さな)結
果となりうる

■湖湖内

口沈着時期(循環期｡停滞期）

口底質との相互作用

口ＳＳ等の再現性

・頭

円

今後の予定

■今年度内に7倹討予定

□大気モデルとのカップリング､複数シナリオ計算

□森林､市街地などの各面源におけるモデルおよびパラメータ
の再検討

口中長期予測の実施

ｎ次年度以降的に検討予定

ロ東日本の流域(手賀沼流域を検討中)におけるモデル検証

pSSの粒径分布の考慮

口モニタリング計画｡浄水処理対応等具体検討への活用

吻坐
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､

参考

凸ⅡI￣

’＿顕2－

放射性セシウムの浄水処理概念図

水道水浄水処理環境水
(主に河川水］

大気

、〆

､圃一⑲ 除去-＞

（凝築沈殿､ろ過）

、11⑮
粒子状セシウム

Ａ
１
１
１
１

垣聾ﾐ露`職 回 今除去性低い
（凝集沈殿､ろ過、

活性炭）

－少

ﾖｳｲﾋｾｼｳﾑﾉｦｾｼｳﾑｨｫﾝ

騒鰯 、 ノ
水酸化セシウム

地表に降下したセシウムのほとんとは、土壌
に収若し､環境水には粒子状として流出

Ｕ:、水素 酸素■ｐヨウ素圏Ｐセシウム
出典:浅見ら(2013）海
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÷ 除去
(凝集沈殿､ろ過）

今除去性低い－
(凝集沈殿､ろ過、

活性炭）



■

放射性セシウムの浄水場での除去

放射性セシウムの浄水処理における挙動 放射性セシウムの浄水場での除去について

,原水に濁質が含まれている場合は､濁質に
放射性セシウムが収着しているので､固液分
離処理(凝集沈殿､ろ過など)による濁質除
去･制御が肝要となる。

浄水過程での放射憐セシウムの挙動
〈2011年４月採水､小坂ら(2012)）

巳璽に。厩
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。
５
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鄙
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、
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禦
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霞
輯

〕
閥胆ユ5W20I

ID氏Ｓ８Ｗ２駁

.￣－－｣弧Ｃｓ
.■■鵠何麻．:ｎ勺９．、,６１，Aうぐ靴１

＜Ｃｓひこ』０屯０勺定ＯｇＳｌ名０毎Ｉ
且-..￣.－－Ｔ_._

｡Ｗ電|瓠Ｗ綴|劉鑑1割１３:‘’

･溶存している放射性セシウムの除去性は低
い｡この場合､過去に凝集助剤としても使用
されていたことのあるベントナイトなどの添加
により一部吸着除去可能。

ロ
・
白

戸
」
亡

才
刃

1０

出展:浅見ら(2013）F＝扉丁

放射性ヨウ素の浄水処理概念図

琿鰄水
(主に河川水】

浄水処理 永逝水大蕊 、麺一
纐
聯

人Ⅲ｜
戯
瀞点
、
一
、
一
一

獄
》
鰹
鍋
》
蝉
》
》

Ｉ

ｉｉＰ
②

ヨウ素FZiｲオン

－う

ヨウ素敵イオン
↑

＞鍋
酸化酸化

ｑＤ④－
ヨウ化物イオン

↑鋤
船
↓麺。

⑬篝･と

－部除去（活性炭】

鰯Ｉ
憧議庁 愈篝。

有拙掴ヨウ索

本国は概念回であり､2軍畑は震件'二Ｗ異なる⑰，水素⑥炭素酸素①ヨウ素
出典:浅見ら(2013）ＺｉＺ
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放射性ヨウ素の浄水場での除差

弱塩素処理十粉末活性炭で除去率向上
[Z011年4～５月|《｡”k制ELa１，Ｗｂ姥『尺…□にh(ZO1と)］

浄水処理工穫における放射性ヨウ素の挙動例
(２０１１年４月,|<o5aI《ごeiial，WbtPrRg…パノ)(201211

）
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活性艇潅入躯(mqJL】

}０

０，

鰍水沈腿水ろ過水GAC処理水

放射性ヨウ素の浄水場での除去について

。凝集沈殿では－部の粒子付着態以外､除去されない。

。弱塩素(0.5～1.0ｍｇ/L)＋粉末活性炭により比較的良好
な除去

・酸化しすぎるとヨウ素酸イオンとなり、除去困難に

出展:浅見ら(２０１３）『H砺景歴

事故後の福:島県内の表流水水源におげる'副Iの推移
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、

■

氷道氷の摂取制限沿よびその広報菱実施した

水道事業者等の位置

表３宜品中の放射l生物箇に問する彌定姫脳1値

原子力魔i癖99妨災齢旛唱橿５１践lに識lﾌﾞろ乳鵬依拠
｜砺白1厘に間する贈煙煩(B(抑。

飲川水
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内・席・獄・その他

目咀、

出典:浅見ら(2011〕

出典:水道水における放射性物質対銭検討会(2011】
'－２J

水道水中の放射性物質(ｗｌ、ｌ３ＩＬｓｌ３ｃｓ)、降下量

及び空間線量の推移
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